
第４７号 

 

十
二
月
九
日
（
日
）、
旧
古
賀
医
院
の
曳
き
移

転
に
伴
う
第
二
回
目
の
発
掘
調
査
の
現
地
説
明

会
が
地
元
住
民
四
十
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。 

 

説
明
を
行
な
っ
た
日
田
市
文
化
財
保
護
課
の

若
杉
主
査
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
町
年
寄
や
掛

屋
で
使
用
さ
れ
て
い
た
一
つ
巴
の
軒
先
瓦
が
出

土
し
た
事
で
中
村
家
が
町
の
有
力
者
で
あ
っ
た

事
が
判
明
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

又
昨
年
の
発
掘
で
確
認
さ
れ
た
三
号
建
物
の

基
礎
と
な
る
玉
石
の
続
き
が
検
出
さ
れ
、
規
模

は
南
北
方
向
四
間
（
約
八
ｍ
）
東
西
方
向
で
は

南
側
が
二
間
半
（
約
五
ｍ
）
北
側
が
三
間
（
約

六
ｍ
）
あ
っ
た
事
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
江
戸
時
代
町
年
寄
で
あ
っ
た
中
村

家
の
状
況
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

特
に
豆
田
地
区
に
関
連
す
る
事
業
で
は
①

と
し
て
城
町
橋
下
流
の
丸
山
町
側
の
護
岸
工

事
及
び
対
岸
の
土
砂
撤
去
。
崩
壊
し
た
散
歩

道
路
の
復
旧
が
あ
げ
ら
れ
、
②
と
し
て
は
夕

田
橋
の
架
け
替
え
、
河
床
を
掘
削
し
流
量
断

面
を
確
保
す
る
工
事
を
行
う
事
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

 

自
治
会
長
側
か
ら
は
、「
豆
田
側
で
は
一
部

堤
防
を
越
え
て
濁
流
が
流
れ
て
き
た
が
今
回

の
工
事
で
大
丈
夫
か
」「
丸
山
町
側
の
浸
水
は

こ
の
工
事
だ
け
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
の
で

は
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

筑
後
川
工
事
事
務
所
か
ら
は
、「
昭
和
四
十

七
年
の
ピ
ー
ク
時
の
花
月
川
の
水
位
は
三
・

六
八
ｍ
だ
っ
た
が
、
今
回
の
ピ
ー
ク
時
の
水

位
は
四
・
三
七
ｍ
に
達
し
た
。
流
量
断
面
を

増
や
し
水
位
を
下
げ
る
事
で
浸
水
を
極
力
減

ら
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
堤
防
整
備
は
再
調

査
を
し
な
が
ら
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
が
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

豆
田
地
区
振
興
協
議
会
で
は
工
事
の
状
況

し
だ
い
で
は
再
度
説
明
を
求
め
て
行
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 
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豆 田 町 伝

建保存会 

25年１月 

みぞれの中、説明に聞き入る参加者 

 

十
二
月
一
日
（
土
）
福
津
市
津
屋
崎
で
「
空

家
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
全
国
町
並
み

ゼ
ミ
の
分
科
会
に
、
豆
田
町
伝
建
保
存
会
の
メ

ン
バ
ー
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

町
並
み
視
察
で
は
、
福
津
市
が
平
成
二
十
一

年
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
を
活
用
し
た

空
家
対
策
で
、
住
民
団
体
「
津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ
」

が
運
営
す
る
古
民
家
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
古
民
家
は
寄
付
金
を
募
り
改
築
し
、
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。 

 

分
科
会
で
は
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
や
倉
敷
市

や
八
女
市
の
空
家
の
保
存
や
利
活
用
現
状
報
告

が
な
さ
れ
、
豆
田
で
も
今
後
増
え
る
で
あ
ろ
う

空
家
対
策
を
真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。 

古民家再生

の話を聞く

豆田伝建の

メンバー 

空家対策を話

し合った分科

会。全国から

百名が参加 

 

十
二
月
二
十
日
（
木
）
、
桂
林
公
民
館
で

洪
水
後
の
花
月
川
河
川
工
事
に
対
す
る
豆

田
地
区
振
興
協
議
会
（
十
四
町
）
と
の
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
の
筑
後
川
河
川
事
務
所
の

説
明
で
は
、
藤
山
町
の
小
野
川
と
の
合
流
点

か
ら
三
隈
川
合
流
点
ま
で
の
八
・
七
ｋ
ｍ
に

つ
い
て
①
迅
速
に
復
旧
す
る
事
を
目
的
に

し
た
災
害
復
旧
事
業
を
二
ヵ
年
で
二
十
億

円
、
②
河
川
改
良
に
よ
り
再
度
の
災
害
防
止

を
図
る
た
め
の
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
を
五
ヵ
年
で
九
十
一
億
円
の
費
用
を

か
け
て
復
旧
を
行
な
う
と
の
事
で
し
た
。 花月川の図面を指し示し説明を受ける 



回答した年齢区分 伝建地区内の看板の印象 伝建地区内の看板規制への賛否 

３９歳未満 1 町並みに合っている 17 賛成 82 

４０歳～５９歳 39 町並みに合っていない 49 反対 27 

６０歳～６９歳 38 分らない 46 回答なし 10 

７０歳以上 37 回答なし 7   

回答なし 4     

      

賛成と回答された方に 

規制の内容は（複数回

答） 

反対と回答された方に     

規制に反対の理由は（複数回

答） 

広告物に対しては大分県

の条例や日田市の保存計

画があることは？ 

看板の色彩 54 広告・宣伝の為必要 15 知っている 62 

看板の材質 47 自由な経済活動の為 14 知らない 49 

看板の大きさ 39 町のにぎわいの為 10 その他 5 

看板の形状 25 その他 7 回答なし 3 

その他 10 回答なし 9   

回答なし 10     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
四
年
の
十
月
度
に
伝
建
地

区
内
の
二
百
四
十
世
帯
（
出
店
者
も
含

む
）
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な

っ
た
結
果
、
半
数
の
百
十
九
件
か
ら
回
答

を
得
ま
し
た
。 

 

豆
田
町
伝
建
保
存
会
で
は
こ
の
結
果
を
元

に
、
屋
外
広
告
物
条
例
を
指
導
し
て
い
る
大

分
県
や
日
田
市
と
も
協
議
し
、
豆
田
に
相
応

し
い
屋
外
広
告
物
の
在
り
様
を
追
求
し
て
ゆ

き
た
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

家の形態では、商店は５５件、大家４件、非商店３７件、回答なし２３件です。

尚、屋外広告物に対する具体的意見では５１名から意見を頂きました。 

 

一
月
十
日
（
木
）、
商
売
繁
盛
や
家
内
安
全

を
祈
っ
て
十
日
恵
比
須
行
事
が
豆
田
の
三
地

区
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

豆
田
地
区
で
は
昨
年
七
月
の
豪
雨
災
害
か

ら
の
復
興
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お

り
、
み
ゆ
き
通
り
商
店
街
主
催
で
行
わ
れ
た

八
阪
神
社
の
「
恵
比
須
祭
」
に
は
、
福
笹
に

小
野
川
で
豪
雨
災
害
に
も
負
け
ず
育
っ
た
笹

を
使
っ
た
「
根
性
福
笹
」
で
あ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
る
と
、
参
拝
者
は
そ
の
ご
利
益
に
あ

や
か
り
た
い
と
福
笹
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
丸
山
町
の
財
津
家
横
の
恵
比
須
様

で
も
恵
比
須
神
事
が
行
な
わ
れ
、
丸
山
町
は

豪
雨
被
害
が
特
に
酷
か
っ
た
事
か
ら
、
住
民

の
皆
さ
ん
は
地
域
の
安
全
無
事
を
祈
っ
て
い

ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
三
本
松
本
通
り
商
店
街
主
催
の
恵
比

須
祭
り
で
は
、
福
笹
一
本
を
購
入
す
る
と
抽
選

券
二
枚
進
呈
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
恵
比
須
酒

な
ど
が
当
た
る
た
び
に
お
祝
の
鐘
が
鳴
り
ひ

び
い
て
い
ま
し
た
。 

な
お
、
み
ゆ
き
商
店
街
で
は
千
二
百
本
の
福

笹
が
、
三
本
松
本
通
り
商
店
街
で
は
千
本
の
福

笹
が
用
意
さ
れ
た
と
の
事
で
す
。 

豆田八阪神社境内で行なわれた神事 

地域の安全無事を祈った丸山恵比須祭

り 

抽選会でにぎわった三本松の恵比須祭

り 


